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　2006年 8月、米国エネルギー省は、ガソリン代替燃料として、セルロース系バイオマスを原料とす
る低コストエタノール燃料製造技術を早期に確立する目的で、研究ロードマップを作成し、基礎研究開発
拠点として「バイオエネルギー研究センター」を設立する構想を発表した。ブッシュ大統領の2006年
1月の一般教書演説で述べられた 「先端エネルギーイニシアティブ」構想を受けたもので、ゲノム解析
とシステムバイオニクスに関するノウハウを活用し、2012年までにガソリンに対してコスト競争力の
あるセルロース系エタノール燃料の製造技術を開発することが目標となっている。
トピックス1　米国でゲノム解析によるバイオ燃料研究が開始された
　2006 年８月、米国エネルギー省（DOE）は、ガ
ソリン代替燃料として、セルロース系バイオマス
を原料とする低コストエタノール燃料製造技術を
早期に確立する目的で、「Breaking the Biological 
Barriers to Cellulosic Ethanol：A Joint Research 
Agenda」と題する研究ロードマップと、基礎研究
開発拠点として「バイオエネルギー研究センター
（Bioenergy Research Centers）」を設立する構想を
発表した。
　バイオマスエタノール燃料はカーボンニュート
ラルな再生可能エネルギーで、温暖化ガス排出削
減につながることから、ブラジルなどではガソリ
ン代替燃料としてすでに導入が始まっている。し
かし原料にサトウキビやとうもろこしなどの可食
農作物（糖・澱粉）を大量に用いると、食料資源
の逼迫と価格高騰を招く恐れがある。一方、植物
繊維に含まれるセルロースは、地球上で最も豊富
に存在するバイオマス資源で、米国内だけで年間
600 億ガロンのエタノール生産に足る資源量があ
る。一方、セルロースからエタノールを製造する
場合、セルロースを可溶化および糖分解する工程
が余計に必要で（図表参照）、ガソリンと比較して
高コストとなり実用化されていない。
　この問題を解決すべく、本研究センターにおい
ては、下記の３つの項目を重点的に検討する計画
となっている。
① 単位収穫量が多く、発酵過程の容易な遺伝子組
み換え作物の開発
② セルロース細胞壁の構造および分解プロセスの
解明
③エタノール発酵菌の性能向上
　本研究センターは、大学、国立研究機関、NPO、
民間企業からプロテオミクスの専門家、生物化学
者、エンジニアを招集し、ヒトゲノムプロジェク
トで蓄積したゲノム解析とシステムバイオニクス
に関する研究ノウハウを積極的に活用する。今後
５年間で総額 2.5 億 USドルを投入する。2008年の
開所および 2009 年の本格稼動を目指している。こ
れに先立ち、セルロース原料として有望なスイッ
チグラス、ポプラなどの植物については、すでに
農務省（DA）と共同で、Joint Genome Institute に
おいてゲノム解読の計画が具体化している。また、
DOEとDA共同で総額 5.7 百万USドルを９つの
研究機関に提供し、新たにバイオ燃料のための基
礎的なゲノミクス研究を開始する。さらにDOEと
DAでは省庁間連携を強化し、関連プロジェクト
を推進するために、産学官の有識者 12名からなる
「Biomass Research and Development Technical 
Advisory Committee」を設置した。
　2006 年１月、ブッシュ米国大統領は一般教書演
説の中で、化石燃料依存度低減と温暖化ガス排出
量削減を目指す「先端エネルギーイニシアティブ」
構想を発表し、セルロース系エタノール燃料の製
造技術開発を重点項目としている。2012 年までに
ガソリンに対してコスト競争力のある 1.07US ド
ル／ガロンのエタノール製造法を確立し、2030 年
までに米国内ガソリン消費の 30％を置き換える目
標を掲げている。今回のDOEによるロードマップ
および研究拠点設立の動きは、上記の大統領イニ
シアティブ構想を受け、加速するものである。
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